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1. 研究の背景と目的 

 公共工事の受注をめぐる価格競争が激化した結果，

著しい低価格による入札が増加し，ダンピング受注

などの問題が発生した．このような背景から，公共

工事の品質確保の促進に関する法律（品確法）が平

成 17 年 4 月に施行された．品確法では，品質確保の

主要な取り組みとして，総合評価方式の適用が掲げ

られている． 

 総合評価方式 1)において受注するためには，評価

値が全ての企業の中で最大とならなければならない．

したがって，企業は評価値が最も高くなるような入

札行動をすると考えられる．本研究では，この入札

行動モデルを構築することを目的とする． 

2. 除算方式 

2-1. 加算点 

 本研究では加算点について y 軸で a を通る，上に

凸なグラフであると仮定して(1)式で表す．ここで，

提案値達成費用とは，発注者が設定する最低限の品

質から企業が提案する品質へと改善する費用であり，

加算点の満点とは，発注者が目標とする品質を満足

したときに得られる加算点である． 

 

(1) 

 ap:加算点 

 a:pc=0 のときの ap 

 pc:提案値達成費用 

 gc:総合評価管理費 

 n:指数(n<1) 

 apf:加算点の満点 

提案値達成費用を一定にして n を減少させると加

算点が増加することから，n は技術力に相当してい

ると考えられ，nが低いほど技術力は高いといえる．  

2-2. 評価値 

 除算方式における評価値は(1)式を用いれば，(2)式 

で表すことができる．基礎点コストとは最低限の品

質のものを作る際にかかる費用である． 

 

(2) 

 e:評価値 

 bp:基礎点 

 bc:基礎点コスト 

2-3. 除算方式における企業の入札行動決定モデル 

 (3)式は(2)式を提案値達成費用で偏微分すること

により得られた式である．(3)式より，評価値が最大

となる提案値達成費用が得られる． 

  

 

(3) 

 

発注者が目標とする品質のものを作る費用を 100，

最低限を 80，そのときの評価値をそれぞれ 100，80

と考え，a=0，gc=20，n=1/2，apf=20，bp=80，bc=80

と設定する．ここで，pcを 0～20 へと変化させた場

合の，提案値達成費用と加算点のグラフを図 1 に，

提案値達成費用と評価値のグラフを図 2 に示す． 

(3)式を解くことにより，企業は pc=4.458 で入札す

ることがわかる． 
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図 1 加算点 
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図 2 評価値(除算方式) 

3. 加算方式 

3-1. 価格評価点 

 価格評価点の算出には(4)式を用いる．価格点とは，

価格に対する評価の重みである． 

 

 (4) 

vp:価格評価点 

 cp:価格点 

 bv:入札価格 

 eb:予定価格 

 eb=bc+gc  bv=bc+pc 

3-2. 技術評価点 

 技術評価点の算出には，加算点と同様の考え方を

用いて，(5)式で表わす．技術評価点の満点とは，発

注者が目標とする品質を満足した時に得られる技術

評価点である． 

 

(5) 

 tp:技術評価点 

 tpf:技術評価点の満点 

3-3. 評価値 

 加算方式における評価値を(4)式と(5)式を用いる

ことにより，(6)式で表すことができる． 

 

(6) 

 

3-4. 加算方式における企業の入札行動決定モデル 

 (7)式は(6)式を提案値達成費用で偏微分すること

により得られた式である．(7)式より，評価値が最大

となる提案値達成費用を得ることができる． 

 

(7) 

 

除算方式と同様に，発注者が目標とする品質のも

のを作る費用を 100，最低限を 80，そのときの評価

値をそれぞれ 100，80 と考え，a=0，gc=20，n=1/2，

tpf=20，cp=80，bc=80 と設定する．ここで，pcを 0

～20 へと変化させた場合の，提案値達成費用と技術

評価点のグラフを図 3 に，提案値達成費用と評価値

のグラフを図 4 に示す． 

(7)式を解くことにより，企業は pc=7.813 で入札す

ることがわかる． 
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図 3 技術評価点 
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図 4 評価値(加算方式) 

 

4. まとめと今後の課題 

図 2，図 4 は同条件下で評価値をグラフにしたも

のである．図 2，図 4 を比較すると，加算方式にお

ける評価値が最大となる提案値達成費用は，除算方

式における提案値達成費用よりも高いことがわかる．

したがって，同条件下で入札に除算方式を用いると，

低コストで低品質になり，加算方式を用いると，高

コストで高品質になるといえる． 

 本研究では基礎点(価格点)を 80，加算点(技術評価

点)を 20 として計算を行ったが，今後は，この割合

を変化させた場合の，評価値について調べる必要が

ある． 
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